
第5章

交通 `通信用具

■スカリを履いての道踏み 越後国魚沼郡塩沢組 「風俗帳」より



豪雪tt」といわれる当地の冬の暮らしの中で、交通と通

信の問題は極めて重要である。それは、社会的生活と深

<かなわり、個人の生活維持にとつても基本的な要件で

あつた。最近こなつて主要道路の交通は、機械によるl―

雪その他によつて確保されるようになつたが、少し前ま

では人々がカンジキを足につけて＼降雪のあつた日ごと

|こ＼―足ず
~l雪
を踏み固めて雪道をつけるしかなかつた.

雪道といつても、道をつける人手の多寡や、何よりも

その道のl~J用者の数によつて＼路面の良否が分れる。た

とえば、市街地やそll~lを結ぶ道であれば通行者も多く、
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■カンジキを履いての道踏み
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よ、一足ごと|こ足跡を拾つて歩<状態になる。じガも雪

の降りしきる日であれば、その足跡も消され＼深<細し
｀

∨字形の満となる。さらに吹雪の日ともなlLば＼道の所

翫7:][3ξ£fで)libヽ経@昌ヒ尾平害電層|[
特に夜道を歩<時には、灯火用具は鋭携品

であつた。

こうした中での相互連絡も、雪に阻誌
れて困難であT

たが＼人ではさ志ざ誅な工夫でそれを凌いできた。
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イ 交通用具

]道 踏み用具
i菫踏みというのは、雪の降積もつた朝、自家の玄関が

二一般の道路も含めて、道を覆つた雪を踏み固めて雪道

■.乍ることである。この雪道は、夏場の道路上につける

■のであり、それに代わる公道なので、この道踏みとい

]:F業は、ムラの住民としての義務行為なのである。し

■ノこの雪上の公道は、あ<誅で仮設道路であり＼日々

l開肖」や補修、つ誅り道踏みを出要とした。

道踏みの中|じ的な用具はカンジキの類であるが＼次に

ニベるように、それには大小各種のtlのが用意され、降

雪の多少によつて、それらを使い分けたものであつた。

この頂で取上げるものは、道踏み専用として作らrcた

カンジキのスカリとゴカリである。スカリは＼普通カン

ジキの大型のものよりさらに大型で、ゴカリは＼さらに

それを超える特大型だづ＼当地域での使用lp」は少ない。

これらを用いるのは＼特周」な大雪の積もつた時である。

普通カンジキをつけてさらにこれを重ねて履<が、足の

力だけでは持上がらないので、先端に取付けた綱を手に

持って弓1上げながら踏み進む。なお、これだけでは路面

が固秋らないので＼さらに小型カンジキで踏み固める。

ゴカリ 5-イ ー1 実測図

(単位 icm)

ゴカ リ 5-イ ー |

長さ 27Cm 幅49Cm l′ 2659(片方)
孟宗竹・藁縄 深雪用特大型輪程

■スカリを履いた状態
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スカリ 5-イ ー 2
長さ7 5Cm 幅34 5Cm 478 9(片 方)
山竹・藁縄 深雪用大型輪根

スカ リ 5-イ ー 3
長さ82 5Cm 幅35 5Cm 625 9(片 方)
山竹・藁縄 深雪用大型輪楳

スカリ 5-イ ー5 実測図

(単位 icm)

スカ リ 5-イ ー 5
長さ‖ICm 幅35 6Cm 540 9(片 方)
山竹・藁縄 深雪用大型輪楳
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スカ リ 5-イ ー 8
長さ93 5Cm 幅41。 m 560,(片 方)
山竹・藁縄 深雪用大型輪根

172



/｀ヽ
ヽ

量ξ6:卜f橋]P5"9帽 "山竹・藁縄 深雪用大型輪根
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スカリ 5-イ ー 9
長さ87 9Cm 幅47Cm 50,r=
山竹・藁縄 深雪用大■=f

量ξl:卜m5乱L16%9はつ
山竹・藁縄 深雪用大型輪裸
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スカ リ 5-イ ー18
長さ8 Cm 幅4 7Cm 490 9(片 方)
山竹・藁縄 深雪用大型輪裸
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スカリ 5
長さ60Cm

山竹・藁縄
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幅38Cm 489 9(片 方 )
深雪用大型輪繰

スカ リ 5
長さ79 5Cm

山竹・藁縄
幅46Cm 530,(片 方)
深雪用大型輪裸
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② 道踏み・雪上歩行用具
道踏み専用の用具として＼前項でスカリ・ゴカリを紹

介したが、普通の積雪量の時は大型に作つたカンジキを

用いることでるい。この方が路面を固<踏むことができ＼
効率的なのである。しかしこれは、新雪の積もつた雪原

を歩く時などにも履<ことがあり、道踏み専用ではなが
つた。上記のことからすれば、大型カンジキは雪上歩行

用でもあったわけだが、これは雪の深い場合であり＼普

通、降雪時の遠出の際に用意携行したり＼浅雪のLLむき

|こ用いたのは小型カンジキであった。また小型のものは＼

カンジキ 5-イ ー25
長さ5 Cm 幅4 Cm 273 9(片 方)
山竹・藁縄 輪裸

5-イ ー25 実測図



屋根の雪掘りの際にも、滑り止めの意味で足につけた。

雪上歩行用の履物は＼「衣生活」の項でも見てきたが、

長沓状のス ンヽポン＼短沓状のス ンヽペとハップマキの併用、

ロラグツなどが主であつた。路上歩行の場合、普通はカ

ンジキを用いないが、場合によつては＼雪にぬがるのを

防ぎ＼滑り止めとしての機能を果すこともあつた。

コシキは道踏みの補助具として使つたが、これを細身

こしたツエゴシキは＼LL道を歩<際に護身用として携行

し、雪崩にあつた時など有効に不」用した。

カンジキ 5-イ ー32
長さ44 5Cm 幅3 5Cm 282 9(片 方)
山竹・藁縄 輪裸

5-イ ー32 実測図
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カンジキ

長さ40Cm

5-イ ー31
幅34Cm 240 9(片 方)

山竹・藁縄 輪裸

陀巧司

カンジキ 5-イ ー35
長さ37 5Cm 幅29 2Cm 247 9(片 方)

山竹・藁縄・針金 輪裸

百
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14545 針金

上

■雪中避難小屋

カンジキ

長さ35 6Cm

山竹・麻縄

5-イ ー26
幅26 4Cm 266 9(片 方 )
輪探(単位 iCm)
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カンジキ 5-イ ー28
長さ34Cm 幅26 4Cm 2 59(片 方)
山竹・藁縄・針金 輪標

カンジキ 5-イ ー39
長さ34Cm 幅28 3Cm 335 9(片 方)
山竹・麻縄 輪裸

カンジキ 5-イ ー38
長さ32 5Cm 幅25 5Cm 70,(片 方)
山竹・藁縄 輪根

ぶ

カンジキ 5-イ ー4
長さ352。m 幅25 4Cm 90 9(片 方)
山竹・藁縄 輪根

2409(片方 )

カンジキ 5-イ ー40
長さ34 5Cm 幅29Cm 186 9(片 方)
クロモジ・山竹・針金 輪裸

カンジキ
長さ30 7Cm

山竹・藁縄

5-イ ー33
幅21Cm 2 89(片 方 )
輪根

カンジキ
長さ30 5Cm

山竹・藁縄

5-イ ー30
中冨23 5Cm

輪櫂
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ハナカンジキ 5-イ ー42 実測図
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ハナカンジキ 5-イ ー42
長さ5860m 幅30 5Cm 382 9(片 方)
マンサク・クロモジ・藁縄 輪根

カンジキ 5-イ ー44
長さ3 5Cm 幅305。 m 809(片方)
山竹・藁縄 輪裸 (半製品 )

カンジキ 5-イ ー43
長さ38Cm 幅32 2Cm 83 9(片 方)
山竹・藁縄 輪根 (半製品)

カンジキについて

当地方には＼「カンジキはク顔棚の下でツベエリレものだ」

二いう言葉がある。ツベェルとliうのは＼輔裸に縄を掛

すて組立てることで、要するに作ることである。この言

葉の意味は明確ではなしヽど＼裸は＼夕顔の時期つまり夏

⊃うちがら準備しておくものだ＼ということだと思う。

カンジキのツベェんは、以前は本やT71を曲げた輔に丼

:i状に縄を張つたものが一般的であつたび、戦後になる

二、いわゆる亀甲状の掛け方づ導入され＼現在はむしろ

費者の方が多<なつた。輔の/1/j質も古くは杉の枝・ワロ

モジ・マンサワなどの雑本類を用いたものが多かつたが、

最近では＼出竹を不」用したものが主流 |こなつた。

上の写真のハナカンジキは本製で、鼻先を上に治曲さ

せて雪中歩行時の爪先のかえりを良<したものだが＼当

地ではLヒ較的例が少な<、 平板・直線型のものが多い。

その右隣の輔だけのものは＼輔の形を整えるための準備

処置を施したもので、夏うちに用意したものである。

次頁のウマカンジキは馬用で＼戦中・戦後のころから

普及はしたが、雪が深いためが当地ではあ意り実用さ4‐t

ながった。実は戦時中＼馬が軍に徴用されて雪道をヨ出

す折にこれを用いたためとも言われている。
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宣ξ:::こrk27:「 fζ∬9(ィロ)
山竹・藁縄 馬用根

で
一

ウマカンジキ 5-イ ー47
fき さ28Cm  中冨26Cm  432 9( | イ回)

山竹・藁縄 馬用根

スッポン 5-イ ー5
高さ34 7Cm 沓長さ32Cm 3 89(片 方 )
藁・布 藁長沓 (円筒型 )

』野ダtttlプ「f2昴 39針"藁 藁長沓 (沓部藁沓型 )

|や キ̀ヽ

イタチ 5-イ ー57
長さ30Cm 74 9(片 方)

藁 真沓併用腔当(筒型)

ワラグツ 5-イ ー58
長さ30Cm 幅 2Cm 9o 9(片 方)
草 肛当併用藁沓(ス リッパ型)

ハ ッパキ 5-イ ー56
長さ24C田  809(片方)
藁 藁短沓併用腔当

スッ^t 5-イ ー54
長さ26 8Cm tt  cm 2229(片 方)

藁 藁短沓

ッェゴシキ 5-イ ー59
全長93 5Cm 刃先幅 9 5Cm 570 9

ブナ 雪道携行用木i助

ッェゴシキ 5-イ ー60
全長‖6 5Cm 刃先幅 3 3CΠ  725 9

ブナ 雪道携行用木鋤
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③ 雪氷上歩行用具
雪氷上歩行用具と言っても当地の場合＼春先になつて

亘<凍結した雪原＼特に傾斜面を狩猟などで歩<時 l_つ
するツメカンジキやカナカンジキ、雪道の表面が凍つて

骨り易<な _lた時 |こつけるスベリドメ類があげられる。
また、藁製履物は、それ自体に滑り止めの効果があつた。

ゴ△到ιはIl臨が摩耗するとよ<滑るので、藁縄を巻いて
それ用としたが＼後 |こ取イ寸け金具が出回つた。本挽きな

どび凍結した雪上で本1/4を扱う時に＼これを藁沓 |こつけ

ることもあった。

ツメカ ンジキ  5-イ ー6
長さ36 5Cm 幅24Cm 288 9(片 方 )
クロモジ・イタヤ (爪 )・ 藤 (縄)爪 付繰

レ

.ヽ..:「

スベリト
長さ 3Cm

鉄・麻縄

メ  5-イ ー64
幅7 2Cn 高さ2 9Cm 00 9(片 方 )
鉄製裸

スベ リドメ 5-イ ー66
長さ6 2Cm 幅5 5Cm 高さ1 8Cm 88 9(片方)
鉄・革 鉄製猥 (ゴム長lllの 踵に装着)

スベ リドメ 5-イ ー68
長さ6 6Cm 幅7 0m 高さ1 4Cm 25 9(片方)
鉄 鉄製裸 (ゴム長靴の踵に装着)

隕 療
カナカンジキ 5-イ ー62
5× 10 3Cm 高さ3 8Cm 70 9(片 方)
鉄 鉄製裸

スベ リドメ 5-イ ー63
長さ7Cm 幅 l cm 高さ2Cm 120 9(片 方)
鉄・麻縄 鉄製根

スベ リドメ 5-イ ー69
縄大さ0 8Cm 28 9(片 方)
藁 ゴム長lllに巻いて滑り止めとする縄
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④ 照明等用具
夜の雪道には、 lT火照明用具が不可欠であ _lた。雪面

はすべて白<＼ 道も白いのでそれらが識別できない。道

の所在は分つても＼凹凸が見分け|こ <いがらである。
近隣の出歩きにはロッヵヮやブラ提灯を＼遠出の時は

折畳んで携帯で
意角
ふ由嫌提灯ヽあらたまって他家を訪

れるときなどは弓張提灯を持つた。その後＼カーバイド

を使うカンテラなどがあらわれたが＼乾電池を使用した

いわゆる懐中電気び市販されるようliなると、これが携

帯用照明具の主流 |こなった。

〔雪道携行灯火具〕

ロッカク 5-イ ー71
全高48 7Cm 443 9

本多・不口子氏 ロウソクイ史用
(古 くは油火)

〔除雪・吹雪時道跡標識〕

111 1

昔、灯火具もままならないころでも、雪中の峠越えと

もなると＼苧ガラや山竹、松の根などを束ねて作つたタ
ふもと

イマツを用意した。峠の麓の家では、それも持たず |こ来

る人のために＼ダイマツを予め用意しておいて与えたも

のだ、という話を市内猿倉で聞いたことがある。

写真下段にあるメジルシの類は、激しい降雪の日や吹

雪で道の所在が半」別できな<なるような時＼道筋や曲り

角にこれを立てて、直接の道 標としたものである。大抵

これ |ま＼篤志の人が行なつたものであつた。

ユ ミハ リ 5-イ ー78
仝高4 Cm 255 9

木製ツル・竹ヒゴ・鉄 。油紙
ロウソク使用

瞑
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戴
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濶

ロッカク 5-イ ー72
全高47 9Cm 6 29
杉・和紙  ロウソク使用

(古 くは油火 )

右９
明

９０

松

―

用
ｍ
道
Ｏｃ

「̈

０
鵬
・藁

イ．０
ル

一　
９
〓
Ｔ

ブラチ ョウチン 5-イ ー75
提灯高さ36Cm  柄長さ45Cm  185 9

竹ヒゴ・鉄・油紙・竹 ロウソク使用
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メジル シ  5-イ ー82
長さ90～ 06Cm

カラムシの茎 (苧ガラ)

メジルシ 5-イ ー83
長さ 87● m(左 ) 99Cm(右 )
竹・赤い本綿布

メジルシ  5-イ ー84
長さ102～ 14150m

竹・雑木・赤い木綿布

贔
魃
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雪団子落しと電線起し

十日町の市街 lll」の雁本通りは、普段 |よ無雪道路で下駄

覆きで歩<人も多い。しかし＼大雪の日ともなればそこ
二も雪が降込む。その雪が下駄の歯に挟まり＼さらに雪

■
‐
1寸着すると団子状になつて歩けない。そこで雁本の柱

二下駄を打ちつけて雪を落とす。そんな時のために柱の

'元
を板で囲つてそれ用とした l‐ ＼本串を作つて吊して

下き、団子の突き落し用 |こ使つてもらう。こllらが雪団

子落しである。

電線起しは、雪道が屋根よりも高<なつて電線が歩行
言の邪魔になる時、それを持上げるための仮電柱のこと

■ある。

■屋根まで雪に埋れた街並

〔その他〕

蜀

‐■●:tと議,,■‐・

ユキダンゴオ トシ 5-イ ー85
板70× 0 4Cm l′ 2509
杉・藁縄 雁本の柱の保護用板

―

.:.,・熱 こヽ・

デンセンオコシ
全長 77 6Cm

竹・雑本 電線を持上げる仮電柱

Tダワラチ ョウチ ン 5-イ ー76
ミ
「
長さ24 5Cm 253 9
‐.苛 ヒゴ 。

'山

紙・鉄 ロウソクイ吏用

魃
オダワラチ ョウチ ン 5-イ ー77
提灯長さ 4 5Cm 30 9
銅・竹ヒゴ・鉄  ロウツク使用

カンテラ 参考品
全高26Cm 970 9

真鍮・ガラス カーバイド使用

九

カイチュウデンキ 5-イ
全高  4Cm 幅7 3Cm 522 9
真鍮 その他 乾電池使用

―イー86

カンテ ラ 5-イ ー79
全高27 7Cm 440 9
ブリキ・ガラス 回ウソクイ吏用

ガ  C
歩行中、下駄に挟 まっ

。た雪を雁木の柱に叩きつ

けて落すが、下駄の金具
で柱が削られてしまう。

部
残
ヾ
の
。
∂

家によっては、

積雪期間中、特に

傷み易い玄関先の

柱の側面に、ユキ
オ トシ板をあてて

おいた。

0
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口 通信用具

電話 |こよつて各戸が通話できるようになつたのは、極

めて最近のことである。社会生活を維持してい<上で＼
お互いの意思疎通は基本的な要素であるが、それ讀での

実情は相手方に出向いて面談するしかなかつた。雪中の

通信連絡は、雪道の確保と深く関連してしヽたのである。

たとえば、人の死亡を村外の親類縁者 |こ即亥」知l~lせる

|こは、雪中であll夜間であれ＼二人一組の告げ人を立て

たが＼こうしたことは、その辺の事情を物語つている。

讀たこれは、緊急時の伝達のための特設飛1去]ともいえる

が、不急の事柄では人に託しての言伝といつた方法もよ

〔意思伝達用具〕

ハ ンギ 5-日 ― |

493× 24Cm 厚さ6 5Cm 5′ 0009
ケヤキ板 緊急作業等の出動合図用板木 (槌併用

タテフダ 5-ロ ー 5
全長 29Cm

付本・雑本 (桜)付 木利用立札

<とられた。明治年代に入り、郵便び制度化されて一般

のものとなると＼人々はこれを不」用するようになつた。

近隣地域の緊急通報＼たとえば火災発生の報知などに

際しては、叫び声による告知から寺の梵鐘 ・火見 櫓の半

鐘 ・サイレンなどを用いたが、ここに掲げた板本やホラ
貝などの日常的な音響 伝達用具も同様に用いた。

写真下段の

'テ
フダは、簡易でいがにも雪国らしい意

思伝達用具の例である。伝言内容を端紙やツケギなどに

書き、それを道端の雪上 |こ突き立ててあ<のだが、これ

には除雪用具のコシキもよ<不U用された。

ホラガイ 5-ロ ー 3
全長215C「  2509
ホラ貝 災害その他の報知用

デンゴンバ ン 5-ロ ー 4
全長 00Cn 刃先幅26 8Cm l′ o009
ブナ コシキ利用伝言板

ツチ  5-ロ ー 2
全長39 4Cn 268 9

朴 板木用槌
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した伝言板 ■雪崩危険箇所を進む郵便逓送隊

〔郵便配達用具〕

ユウビンボウ 5-ロ ー
イ■ 7Cm  33 9
ラシャ 郵便配達人用

ユウタイ 5-日 -6
長さ80Cm  幅38m 7159
木綿・そのlt 郵便物運搬用袋 (郵袋 )

ユウビンボウ 5-ロ ー 9
径 6 5Cm 25 9
メル トン・編子 郵便配達人用

郵便逓送隊

雪 |こ閉さ4‐lて＼村外がら訪れる人もない雪中、郵便さんの運/11で <
れる郵便物は、何よりの楽しみであつた。それは、遠<隔てられてい
る肉親や世間との唯―の窓□だつたからである。しかし、人通りもな

.ヽ山坂の雪を踏み分け＼毎日村へ来てくれる郵便さんの苦労は＼並大

■のものではなかつた。ここで取上げる郵便逓送隊は、家ごとに手紙

を配達する仕事ではな<、 その7_l便物を遠<離れた郵便局誅で、人力
で運び届ける仕事であるが、これもまた極めて辛苦のういことであつ

t。 十日町局―lらは＼現中魚沼郡川西町および東頸城郡松代町誅で逓

送が行われてしヽた。中でも松代計での道は遠<険し<、 雪崩の危険を
雪しての輸送であつた。郵便袋 |こ詰めた重い荷/r背負い＼隊伍を組ん

での輸送 cr、 昭不040年代讀で続いた.

ユウビンマント 5-ロ ー
全長 2Cm 72 9
ラシャ 郵便配達人用

■列車不通による新聞不配の知らせ

■市内名ヶ山の中継地で荷を交換するようす

０
０
０
０



●交通・通信用具品目一覧 針97点〉

イ、交通用具 ●道踏み用具 rゴヵソ・スヵり ●道踏み。雪上歩
行用具 :カ ンジキ・ハナカンジキ・カンジキ (半製品)・ ウマカン

ジキ・スッポン・クツズッポン・スッベ・ハッパキ・イタチ・ワラ

グッ・ッエゴシキ ●雪氷上歩行用具 :ツ メカンジキ・カナカンジ
キ・スベリドメ ●照明等用具 :タ イマツ・ロッカク・ブラチョウ
チン・オダワラチョウチン・ユミハソ・カンテラ・カイチュウデン

キ・メジルシ・ユキダンゴオトシ・デンセンオコシ

ロ、通信用具 ●意思伝達用具 :ハ ンギ・ツチ・ホラガイ。デンゴン
バン・タテフダ ●郵便配達用具 :ユ ウタイ・ユウビンボウ・ユウ
ビンマント
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